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　大会第二日は県営ビッグＮスタジアムと長崎市営かきどまり  Ｖ奪回を狙う親和銀行は準々決勝で江口投手が２安打完封で
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　連覇を目指す三菱重工長崎は準々決勝の南串野球部戦で小森 打完封の２-０で快勝し昨年と同じカードの決勝戦に進んだ。
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0
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0
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0
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② 戸 嶋 2 1

0
20 2 2

⑦ 吉 崎 2 0

0
1 水 本 0 0 0
H 西 川 1 0

振 球 犠

　西彼杵代表の大瀬戸クは昭和58年第33回大会が選手権初参加で、

点

5

1 2

1

前年までの17年間に８回出場。今季の１勝を加えて３勝目。

【評】ソニー長崎が二人の継投で森山クラブを零封した。ソニーの長身右腕・

森は角度のある直球を武器に五回を散発３安打無失点。打線も四回に戸嶋の

２点適時打で勝ち越した。

　森山クラブは選手権に３年連続４回目の出場で、昨年は準々決勝で中野が

④ 井 手

②
③

0

3

③ 浦 上 3 0 0
⑦ 川 原 2 0

0
④ 細 川 1 0 1
⑤ 村 野 3

3 0 0
H9 堀 山 1 1

0
⑨ 大 石 2 0 0
② 坂 本 3 0

4 1 1
4

安 点
3 1 0
打【西　部】

0
0

0

0

併

試合展開は互角だったが、失点はエラー絡みであり点差が開いた。

【評】２－２で迎えた四回の西部ガスは下位打線が作った二死満塁

0 4 3 0 8

から２番の後藤以下が４連続長短打してビッグな５点を挙げ勝利を

不動のものとした。

　大瀬戸クラブも三回に２点スクイズが成功する形になって序盤の

宮 本
3 里

峰⑤

⑥3

坂 本
⑧ 後 藤

③6

2 0

1 0
2 2

0 0 0
3

0 0
1 0 0
3

0
2

0 1
4 1 1
0

1 2

H 山 添 嘉
23 4 1
1 0 0

三 崎
④ 宮 崎
4 小 川

H7

大 坊
畠 中

⑨ 森
H79

⑦

⑧ 吉 岡 3 2
① 宮 鳥 1 0

⑥ 鶴 山

0
31 10 5

H１松 崎 1 0

3 1 0
① 砂 田 1 0 0
② 岩 崎

 101 500 X

【二】宮本

残

4 1 3 1 52

7

【準々決勝】(ビッグＮ：第１試合)　

大瀬戸クラブ

西 部 ガ ス

 002 000 0

盗 失【大瀬戸】 打 安

振

2 2 0

3 1 0

球 犠

0

0
0中 野 3

01

0 0

併

0

　(平成12年10月23日付けの長崎新聞より記事と写真は抜粋)

に県北代表は生月体協と鹿町バンビーズがそれぞれ４度。

制。投げては津田が永田の好リードにも支えられ江迎を散発４安打に完封した。

　江迎は緩急で打たせて取る津田のうまさにやられたが、オール江迎のチーム

名で選手権に初登場したのは平成元年第39回大会で今回が二度目。この10年間

★　－　☆　－　★　－　☆　－　★　－　☆　－　★　－　☆　－　★　－　☆　－　★　－　☆　－　★　－　☆　－　★　－　☆

【準々決勝】(かきどまり：第１試合)　

【二】宮本

盗

1 2

併 残

南 串 野 球 部  000 000 0

犠
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【評】三菱重工長崎の森が１四球のノーヒット・ノー

0
0
0
0

3

0 2 3

【西　部】

の優勝。今季まで９年連続10回目の出場。優勝後に３

大会に参加しておりブローズは６年目の54年に初登場して18年間で今回が７

度目。奈良尾クラブや舛田グループなどを差し置いての出場。

投げては江口が横の揺さぶりで上五島打線を２安打に抑え完封した。

【三】中田､北田

第50回(H.12年)④

振 球 犠 【親　和】 打 安【上五島】 打 安 点

0 6 【二】前川

【評】親和銀行が快勝した。攻めては初回一死走者一二塁を中田が一掃する

0

1 1 0

中越え三塁打。暴投で還って３点を先取して早々と試合の主導権を握った。

0 2

親 和 銀 行  301 002 X 6 2 2 0 2

2上五島ブローズ  000 000 0 0 7

盗 失 併 残【準々決勝】(ビッグＮ：第２試合)　

1 0

0
永 田 2 0 0

0
②12

⑦ 川 上 3

0
森 田 2 0 0

1⑨29
①95

近 藤 2
点

0
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0
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0
⑧ 田 島 2 0 0
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0
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③ 前 川 4 1

0
平 野 4 1 0

④ 原 田 4 0
⑤

2

0
② 田 口 2 0

3
0

⑨

1 0 0 3

残

ソ ニ ー 長 崎 0 4 000 000 0

【準決勝】(かきどまり：第３試合)　 併

0

山 口 3 1

　上五島軟式野球連盟が創設されたのは昭和49年。その年から単独で選手権

0
0⑥ 森 山 2 1

⑧

1 津 田
④ 荒 木 2 1 0

⑨
【ソニー】 打 安 点

21 2

1① 江 口

0 0 0
9 328

⑧ 川 下 友 3 0
平 湯 2 0

0
0

ーブを武器にソニー打線を全く寄せ付けなかった。

三 菱 重 工 長 崎 4 3 1

0

振 球 犠 盗 失

4

ランを達成した。森は威力のある速球と縦に割れるカ

0
0
0
0
0

2

0 003 001 X

川 下 修 2 0⑤4
④ 川 田 1 0

⑥ 川 原 3 0
② 戸 嶋 3 0

天 野 3 0③5

⑦ 吉 崎 2 0
22 0

3 中 尾 1 0
① 本 田 2 0

0

1
3 1 0

点
3 0 0

1

間を破る適時打などで３点先制。六回にも右中間二塁

打で一死三塁に永田の内野ゴロで追加した。

　ソニーは打線が沈黙。守備も３失策と乱れてことご

2 1 0 1親 和 銀 行  002 000 X

安 点

3 0

3 0

　打線も三回に敵失を足場に好機を広げ、桝本の三遊

0 3

0
3 1 1

3

2 0 1

して５年にＡクラス。二度目の県選手権が４年で初白

場したのは平成元年の第39回大会でまだＣ級の頃。３

とく失点に結びついた。ソニー長崎が県選手権に初登

年の高松宮杯２部で準優勝、翌４年西日本１部で優勝

星をあげ、４年連続出場した７年の第45回大会で悲願

年連続で準優勝し、選手権で挙げた白星は19個。

【準決勝】(ビッグＮ：第３試合)　 振

① 森
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② 鈴 木

⑨ 菅
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2

打
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松 崎

三 崎 2 0 0

3 0

22

④

3 0

打

3 3

桝 本

石 川

安

2

　速球とカーブを武器に、
ノーヒットノーランを達成
した三菱重工長崎の森投手

0
【親　和】 打球 犠

0

大 坊 2 0
峰 3 0 0

西 部 ガ ス  000 000 0

0
後 藤 3 1

失 併

0

0宮 本 2
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⑨
①
④

②

0
0 0

0

0

盗

2

安

1 0
2

点
④ 原 田 3 1 0

0
②
⑥ 森 山 2 0

坂 本 3

【三　菱】

⑤ 平 野 2
2

0
1

① 山 口
1

0
⑧ 中 村

20 4

【二】石川

沖 田

2 0 0

0⑦

2 0

中 田 3 0
③

前 川 3 1

⑦

⑥
⑧
③

⑤ 宮 本
⑥ 中 村

続きだったが、今回２勝を挙げた。

⑨ 北 田 2 1

　何よりも平成６年の西日本１部大会(和歌山県)での準優勝が光っており

翌７年からはＡ級登録している。

式に戻った16回大会以降は平成２年第40回大会。そして10年に出場も黒星

【評】序盤の一二回と好機を逸した親和銀行は三回二死一二塁から前川の

右前に落ちる安打で２点を挙げた。親銀のエース山口はこれで十分。伸び

のある速球で西部ガス打線を押し込み、ピンチらしいピンチは六回二死後、

三塁に走者を置いた時だけ。これも後続を断った。

　西部ガスの松崎もよく投げたが三回に自らのエラーでピンチを招いたの

が命取りになった。西部ガス長崎は第２回県下選手権にも出ているが、軟



【決勝戦】10/23　ビッグＮ　 振球犠盗失併残  ２時間50分
4 0 3 0 2 0 2 【三】添田
3 0 4 2 0 0 7 【二】添田

【評】三菱重工長崎が土壇場の九回サヨナラ勝ちした。 打 安 点 打 安 点

　先制したのは親和銀行。２回と４回に中田と添田の適時打で試合を優位に ④ 4 1 0 ⑤ 4 2 0

進めた。三菱重工は四回まで親銀の山口の前 ⑧ 4 1 0 ⑥ 4 0 0

にわずか２安打と沈黙したが、５回敵失に付 ② 3 0 0 ⑦ 4 0 0

け込んで二死二三塁とし守田の適時打などで ⑤ 4 3 1 ⑧ 4 3 0

　 同点とした。三菱の守田は７安打を浴びなが ③ 2 0 0 ④ 2 1 0

らもフォークを武器に要所を締めて６回以降 ⑦ 3 0 0 ⑨ 4 2 0

は２安打に抑えていた。 ⑨ 3 2 1 ③ 2 0 0

　親和のエース山口も伸びのある速球と切れ ⑥ 2 0 0 ② 4 0 1

のある変化球を両コーナーに散らして、６回 ① 3 0 0 ① 3 1 1

以降を抑えて９回を迎えた。 28 7 2 31 9 2

　九回裏の重工は菅が内野安打で出て永田の  ◆三菱重工長崎・布村正樹監督

バントと三盗の一死三塁に、鈴木の当たりは   　他チームを上回ったのが投手力。守田や

遊ゴロ。菅が本塁に突っ込んでサヨナラゲー   小森ら４人の投手が最小失点に抑えてくれ

ムとなった(左写真)。   た。打線もバントや叩きつける打撃を確実

  にこなしたのが勝因。

  　☆…三菱重工長崎と親和銀行が決勝戦で戦うのは７度目で、最初は

  昭和43年の第18回大会。重工が６連覇達成した２年目のとき。次が８

  年後の51年第26回大会で親和が雪辱しこれが初優勝。続いて９年後の

  60年第35回大会から62年まで親和が３連覇したが重工も３連続準優勝

  して、ここまで親和の４勝１敗。平成元年から親和が６連覇達成した

  が重工との決勝戦対決は無く、平成７年に８年ぶりに決勝進出した重

  工の相手はソニー長崎。ソニーが４年間決勝進出したために、重工－

  親和の決勝対決が実現したのは11年間の空白をおいた前年の第49回大

  会で６度目の決勝対決は重工が制し今季も連勝。通算で親和の４勝３

  敗｡優勝回数はどちらも６連覇の偉業があり､親和の14回に重工が12回｡
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第50回(H.12年)⑤

1-0

第55回国体九州予選 8.25～:大分県

平成12年に開催されたその他の競技会の戦績①（一般のみ）
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天皇賜杯全日本　9.15～:北海道 【準々】松下電工㈱津工場(三重)
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第22回西日本大会２部　5.26～:島根県

西 部 ガ ス

(大　村) 福 江 市 役 所(福　江)

15

(島　原)

1 吉 井 ク ラ ブ

新撰組(兵庫)

1

生 月 体 協

ケ ン ズ ガ レ ー ジ

7-4 ボンバーズ(京都)

8

(松　浦)
美津島ﾆｭｰﾍﾞｱｰｽﾞ

2

ｱｲｹﾝ医院マッスルズ 1

1

2

ソ ニ ー 長 崎 4

(西　彼)

メンフッズ福江

4

0

波 佐 見 名 球 会(東　彼)

第８回県壮年大会 10.14～:松浦

(島　原)

(福　江)
(長　崎)

9
(対　馬)

安 中 ク ラ ブ

(佐世保)

0

(平　戸)

東 海 ク ラ ブ

お じ ん ク ラ ブ

シ ー バ ー ド

大島ファイターズ

(県　北)

0

彼杵ス ラ ッ ガ ー ズ

5

(長　崎)

Ｐ Ａ Ｒ Ａ Ｄ Ｏ Ｘ

0 4 彼杵スラッガーズ

(対　馬)

(北松浦)(壱　岐)

(県　北)

島 原 市 役 所

ト ン ネ ル ズ

厳 原 レ パ ー ズ 2

(北　高) 5

6

0大 村 市 役 所

(上五島)

5 有 明 ク ラ ブ九 電 長 崎 支 店

4 0

(諫　早)

Ｔ Ｅ Ａ Ｍ 橋 口

6

5

島 ク ラ ブ

6 3

北 松 壮 年

2

(佐世保)

(平　戸)

1

1

6(南　高)

7

(西　彼)

10
大瀬戸壮年野球部

8
4

1

1

3

0

5
3

(北高来)

(対　馬)美 津 島 ポ パ イ

森 山 ク ラ ブ 13

九州ブロック(大分)で敗退

2

2

4

1(平　戸)

天 星 会

(大　村)

(東　彼)

1 2

ｎ　Ｄ　ｏ

(西　彼)

(東　彼)

(諫　早)

0(北　高)

1

(北　高)

増 山 建 設 野 球 部

彼杵スラッガーズ

0(壱　岐)

0

1

(大　村)

1(対　馬)

2

5

(南　高)

5

0

1支 払 基 金

国 見 ク ラ ブ2

0

8

たちばな信用金庫

小 長 井 ク ラ ブ

生 月 体 協

平 戸 ク ラ ブ

第52回県民体育大会　11.11～:諫早

美津島マーシャルズ

【準】 3-9

三 井 楽 ク ラ ブ

5

7(西　彼)

4

0

0

1 11(福　江)

(県　北) 3

0

大村ベイスターズ

森 山 ク ラ ブ

(上五島)

2

5

4

0

◆棄権◆

0

2 3

1

4

牟岐大洋クラブ(徳島)

若 松 ク ラ ブ 西 龍 ク ラ ブ
西日本選手権大会 11.2～:和歌山県

浜 屋 百 貨 店

吾妻町体協野球部

けんみん信用組合

小 川 仏 具 ク ラ ブ

(佐世保)

0 1

(壱　岐) 2

1 ホワイトスターズ

郷ノ浦ヤンキース
親和銀行と西部ガス長崎が優勝

4

(島　原)

第23回九州選手権予選 4.15～佐世保

九州ブロック(福岡)で敗退

上 五 島 ブ ロ ー ズ

吾妻町体協野球部

(大　村)

(福　江) 0

(長　崎)

松 浦 市 役 所

3

Ａ Ｔ Ｍ Ｂ

長崎東芝ｾ ﾗ ﾐ ｯ ｸ ｽ

【準々】

福 江 市 役 所

6

(松　浦)棄

大 瀬 戸 ク ラ ブ(西　彼)

高松宮賜杯第44回１部 5/28､6/10:北松 高松宮賜杯第44回２部　5.27～:波佐見

2 4

3

(上五島)

(松　浦)

0

6

松 石 電 設

【一】

(福　江)

3

【一】 1-8 住友金属和歌山

8

島 原 市 役 所 新 星 ク ラ ブ

2(長　崎)

(南　高)

(諫　早)

(島　原)

轟クラブ(北高)が優勝

第４回西日本選手権予選 10.1～佐世保1

平成12年に開催されたその他の競技会の戦績②（一般のみ）

第22回西日本１部県予選　4.1～:飯盛 第22回西日本２部県予選 4.8～:島原

Ｔ Ｅ Ａ Ｍ 橋 口

5

2

1 ア ス レ チ ッ ク ス

3-0

【一】

(北　高)

五日市ヤンキース(広島)10-2

去佳想(滋賀)

(東　彼)2

安 中 ク ラ ブ

厳原ファイターズ

(対　馬) 9 (上五島)

(松　浦)8

ファイヤーバード

松 浦 ク ラ ブ

第22回西日本大会１部　5.19～:兵庫県

10-4

【二】

(諫　早) 長 崎 市 水 道 局

飯 盛 ク ラ ブ

西 海 棒 球 団

(平　戸)


